
施工説明書
シャワースライドバー共通

洗面ボウル内に、シンナー・塗料・強酸／強アルカリ
の薬品などを長時間ためたり放置したりしないでく
ださい。表面仕上げの劣化や変色の原因となります。

取付に関する注意

使用に関する注意

施工前の注意事項

･････「注意」この指示を無視して誤った取扱をすると、
　　　障害または、物的損害が発生する可能性があります。

・施工前に安全上の注意をよくお読みのうえ、正しく取付けてください。
・注意事項は安全に関する重要な内容が記載されていますので、必ず守ってください。
・施工後は正常に動作することを確認してください。

･････このマークは、してはいけない「禁止」の内容です。

･････このマークは、「分解禁止」の内容です。

･････このマークは、「接触禁止」の内容です。

･････このマークは、必ず実行していただく「強制」の内容です。

本製品の取り付けは、必ず有資格の専門業者に依頼
してください。誤った施工は、落下や漏水の原因にな
ります。

清掃の際は、バーに脚立を立てかける、もしくはバー
をつかんだ状態で無理な姿勢をとらないでください。
転倒などによるけがの恐れがあります。

地震などでバーやハンドシャワーが緩んでいないか、
定期的にガタつきや緩みを点検し、異常がある場合
はご使用を中止して施工業者に点検を依頼してくだ
さい。

手すり代わりに使用したり、体重をかけたり、ぶ
ら下がったりしないでください。器具の破損・落
下による思わぬけがの原因となります。



711mm

1219mm
MIN

壁面に穴の位置をマークしま
す。下部の穴は床から最低 
1219 mm離れている必要が
あります。

1 墨出し
スタッドではなく、仕上げ面のみに約4.8mmの穴を開けます
。

2 下穴の加工

スライドバーを支柱に当てて
位置を合わせます。バーを取
り外し、ネジを締めます。

4 取付位置の確認
ピンを取り付ける際は支柱を持ちますマイナスドライバーを使
用して固定してください。
ロックアセンブリの穴をスライドバーの穴に合わせます。

5 支柱の取付

スライドバーの端にキャップ
を押し込みます。

7 エンドキャップの取付

エスカッション（ある場合）の背面の溝にシーラントを塗布
してください。エスカッションと支柱をネジで緩く取り付け
ます。

3 エスカッションの取付

スライドバーをピンに取り付
けます。止めネジで慎重に固
定してください。

6 スライドバーの取付

不注意に取り扱うと、製品が
破損したり、欠けたり、怪我
をする可能性があります。

地域の配管規制に従ってくだ
さい。

　　警告:  人的傷害または物
的損害の危険があります。 説明で使用している図が、一

部本製品の形状と異なります
。下記の寸法図を参照して該
当寸法をご確認ください。

お知らせ

ここまで


